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■今回の主な変更点 

 

 

１．事業所及び担当者の入力の改善 

各画面の事業所及び担当者（担当ケアマネージャー）の入力において、検索画面を表示させ選択しやすいよ

うに変更しました。それに伴い、事業所検索画面の検索条件に「事業所のみ表示」「居宅介護支援事業者の

み表示」を追加しました。 

 

 ２．介護度とサービスの矛盾警告表示 

入力誤りの防止に繋がる様、提供票登録時、また一括複写・取込時に、利用者の要介護度では算定できない

サービス内容が登録されている場合にメッセージを表示、またはエラー出力する機能を追加しました。 

 

 ３．短期入所の日数を管理する機能の追加 

短期入所の利用日数を管理する機能として、連続 30 日以上の利用となった場合にはメッセージを表示する

ようになりました。また認定有効期間内の利用日数累計を表示する機能を追加しました。 

  

 ４．アセスメント入力改善（全社協） 

アセスメント入力の調査項目 6（基本動作・生活機能など）について、データ内容を直接変更することが出

来る様になりました。また、任意の調査日の認定調査データを取得する機能を追加しました。 

 

 ５．週間スケジュール入力の文字サイズ変更 

居宅介護支援システムの居宅サービス計画書・介護予防サービス計画書の「日常生活上の活動」について、

設定を変更していただくことで従来より小さい文字となりますが、多くの文字数を入力できるようになりま

した。 

 

 ６．枠外入力の改善および機能追加 

介護保険外の利用者負担金を請求する際の枠外入力項目数や、枠外入力での個別画面の追加、小規模多機能

システムによる日報での枠外入力、枠外に関する帳票類が追加されました。 

 

 ７．入金管理一括伝票作成における全件選択機能追加 

利用者負担入金管理において一括伝票を用いて伝票作成を行う際に、全利用者を一括で選択、また一括で解

除する機能を追加しました。 

 

8．その他の改善点 

  上記 7 項目の他に、表記文字の変更や追加等を行いました。 
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1.事業所及び担当者の入力の改善 

 

各画面の事業所及び担当者（担当ケアマネージャー）の入力において、検索画面を表示し選択による入力が出来る

様になりました。そうすることで、たくさん登録している居宅介護支援事業所や担当ケアマネージャーから、該当

するものを検索して抽出することが出来ます。 

 

例）利用者台帳（居宅介護支援事業者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[従来の画面]  

 

 

 

 

 

 

 

[変更した画面]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前の入力方式では、たくさん事業所が

ある時に画面を下にスクロールする必要

があり選択するのが大変だった。 

V をクリックすると検索画面が表示さ

れるため、該当の事業所を検索しやすく

なります。 
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例）利用者台帳（担当ケアマネージャー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の利用者台帳は一例になりますが、サービス入力画面や計画書において、事業所と担当者を選択する画面

については全て検索画面から選択できる方式に変更しています。 

さらに、今回追加した「自事業所のみ表

示」にチェックをつけることで、自社の

事業所のみ絞りこまれるため、検索しや

すくなります。 

担当ケアマネージャーについても、検索

画面が表示されるようになりました。 
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2.介護度とサービスの矛盾警告について 

 

提供票登録時、利用者の要介護度では算定できないサービスコードが提供票に入力されている場合に、エラーを

表示する機能を追加しました。また、一括複写及び取込時に以下の様な内容が含まれている場合は、チェックリス

トに表示する様、改善を行いました。 

 

１． 登録時のチェック 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー内容をご確認の上、入力されているサービス、及び要介護度に間違いがないか確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

通所介護Ⅱ23 は要介護３の方の場合のサービスコー

ドです。例の場合、 

要介護状態区分：要支援 1、変更後要介護度：要支援 2

ですので、通所介護Ⅱ23 は算定できません。 

 登録をクリックします。 
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２． 一括複写・取込時のチェック 

（例） 

提供票予定入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供票実績入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

予防通所介護 2 のサービスは要支援 2 の

方のみ算定できるサービス。 

① 登録をクリックします。 

要介護状態が要支援 1 の状態で、①で登録し

たデータ（要支援 2）を取込む。 

② 取込をクリックします。 
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アセスメント入力 [調査項目 6①②]-[調査項目 6①１～９] 

エラー内容をご確認の上、入力されているサービス、及び要介護度に間違いがないか確認して下さい。 

 

③左図の様な画面が表示され、該当の利用

者にチェックを付け、 取込開始をクリッ

クします。 

④ はいをクリックします。 

⑤ はいをクリックすると、チェックリス

トの印刷イメージ画面を表示されますの

で、エラー内容を確認できます。 
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3.短期入所の日数を管理する機能の追加 

 

利用者が連続して 30 日を超えて指定短期入所生活介護・短期入所療養介護を受けている場合において、30 日を

超える日以降に受けた指定短期入所生活介護・短期入所療養介護については、介護報酬の算定はできません。この

制度内容に関し、機能追加を行いました。 

 

１．短期入所サービスの連続使用 30 日の管理 

２．30 日を超える場合の実費による自費入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 連続 30 日を超えた利用については、全額利用者負担となります。また、給付対象にあたらない 31 日目以降に

ついてもサービス利用票には記載対象となります。 

 

※ 31 日目を介護保険の給付対象とはしない、つまり“自費”にすることで、結果、連続して利用できるというこ

とになります。31 日目を自費にするとそこで連続期間が途切れますので、32 日目からはまた 30 日連続して利用

可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 短期入所サービスは、30 日を超えて利用することは認められません。（参照「指定居宅サービスに要する

費用の額に関する基準」平成 12 年 2 月 10 日厚生省告示 19 号 別表 短期入所生活介護イ 11、及び

「訪問通所サービス及び短期入所サービスの支給限度額の一本化に係る Q＆A」平成 13 年 8 月 29 日付

け厚生労働省老健局事務連絡） 

・ 利用者が連続して 30 日を超えて指定短期入所生活介護を受けている場合においては、30 日を超える日

以降に受けた指定短期入所生活介護については、短期入所生活介護費は、算定しない。（平成２０年４月１

０日厚生労働省告示第２６２号 平成２０年５月１日から適用） 

介護保険給付対象 

介護保険給付対象 
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○ 介五郎では下記の内容で連続利用の日数の確認を行います。 

・ （予防）短期入所生活介護、（予防）短期入所療養介護の場合に連続利用の日数を計算します。 

・ 予防から介護に変更になったなど、要介護度をまたぐ場合にも連続利用とみなされますので、変更前・変更後の

日数を合算します。 

・ 同じサービスで他の事業所の短期入所生活介護・短期入所療養介護に移られる場合、連続利用とみなされます。

また、移動日については２日間の利用としてカウントされます。 

・ 短期入所生活介護から短期入所療養介護に変更、またその逆の場合においては別々のサービスとみなされますの

で、連続利用の対象外として計算します。 

 

３． 前月までの短期入所の利用日数の管理 

 

 

 

 

利用者ごとに利用日数を累積し、管理する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険対象の利用日数は、原則として、認定有効期間のおおむね半数を超えないこととなります。（参照「指定

居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準」平成 11 年 3 月 31 日厚生省令第 38 号 第 13 条第

20 項） 
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■介五郎手順 

 

 

 

１． 短期入所サービスの連続使用 30 日の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．30 日を超える場合の実費による自費入力 

例）前月から継続して利用、15 日のみ自費での利用。16 日以降も継続して利用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 短期入所生活介護・短期入所療養介護

の利用が連続して 30 日を超える場合に、

左記の様に“短期入所の日数が連続 30 日

を超えています”というメッセージが表示

されます。 

① 利用票入力画面の利用票（介護保険）

にて空いてる行を選択後ダブルクリック

し、サービス内容入力画面を表示します。

② サービス内容入力画面にて、30 日超え

の自費を登録します。 

・サービス区分は介護保険、 

・サービス種類は該当のサービス（短期入

所生活介護あるいは短期入所療養介護）

を選択。 

・事業者名は該当の短期入所を選択。 
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利用票には「30 日超～」というサービス名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

別表（介護保険）には、３０日超で入力された内容が利用者負担 10 割の全額自費として金額表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③サービス名は該当のサービスを選択し、

請求区分は「30 日超」を選択。 

確定をクリックします。 

※「30 日超」を選択し、登録することで、自費分として登録されます。 
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■印刷画面 
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３．前月までの短期入所の利用日数の管理 

 認定有効期間内の前月までの短期入所の利用日数を取得、表示する機能を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用票画面で右上の表記が      となっている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「前月までの短期入所利用日数」

と前月実績分の短期入所利用日数を

足したものが自動で表示されます。 

取得ボタンの右横にある※の注意書

きに記載されているように、前月の

実績がない場合、前月の予定分と前

月までの短期入所利用日数を足した

ものが表示されます。 

24 年 6 月分実績 

24 年 7 月分予定 
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■利用票画面で右上の表記が      となっている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「前月までの短期入所利用日数」に前

月の実績の値が表示されます。 

過去の日付から順に、新規の利用票まで①

～④までを繰り返せば、今後は正しい利用

日数が自動で表示されるようになります。

② はいをクリックします。 

③ OK をクリックします。 

① 取得ボタンをクリックします。 

24 年 5 月分実績 

24 年 6 月分予定 

※今回のバージョンアップ前に登録して

いる利用票に関してはこの状態にあたり、

自動表示されていません。この状態では認

定有効期間内の正しい短期入所利用日数

では無い為、手動で日数を入力するか、下

記工程のように作業を行い過去から日数

を取得していかなければいけません。 
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下記に例をあげますので、当項目の表示内容の機能をご確認下さい。 

 例：2 月に 4 日～10 日までの 7 日間利用、4 月 15 日～6 月末まで短期入所生活介護を利用。30 日以上連続

利用となる為、5 月 15 日、6 月 14 日は自費での利用。自費での利用は当項目の日数には含めません。 

  また例では、２月は短期入所療養介護を利用、4～6 月は短期入所生活介護を利用。異なる短期入所のサービス

を利用される場合には、短期入所サービスの利用日数として合計した日数を取得して表示します。 

 

 

７日利用        （利用なし）        16 日利用          29 日利用        29 日利用 

 前月までの利用 0 日   前月までの利用 7 日    前月までの利用 7 日   前月までの利用 23 日  前月までの利用 52 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/15 自費 6/14 自費

介護保険給付対象 介護保険給付対象 

 

 

短期入所生活介護 

介護保険 

給付対象 

２月 3 月 4 月 5 月 6 月 

介護保険給付対象 

短期入所療養介護 

提供月 平成 24 年 2 月 

初めて短期入所療養介護を利用さ

れる。 

4 日から 10 日までの 7 日利用 

 

前月までの短期入所利用日数 

… 0 日 

提供月 平成 24 年 3 月 

短期入所の利用なし 

 

前月までの短期入所利用日数 

… 7 日 

（2 月分  7 日） 
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提供月 平成 24 年 4 月 

15 日から 31 日までの 16 日利用

 

前月までの短期入所利用日数 

… 7 日 

（2 月分  7 日） 

 

提供月 平成 24 年 5 月 

1 日から 14 日までの 14 日と 

16 日から 31 日までの 16 日利用

計 30 日利用 

 

前月までの短期入所利用日数 

… 23 日 

（2 月分  7 日＋4 月 16 日）

 

提供月 平成 24 年 6 月 

1 日から 13 日までの 13 日と 

15 日から 30 日までの 16 日利用

計 29 日利用 

 

前月までの短期入所利用日数 

… 53 日 

（2 月分 7 日＋4 月 16 日＋

5.月 23 日） 

提供月 平成 24 年 7 月 

短期入所の利用なし 

 

前月までの短期入所利用日数 

… 82 日 

（2 月分 7 日＋4 月 16 日＋

5.月 23 日＋6 月 29 日） 
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過去の実績を変更した場合には、過去に遡って取得ボタンを押さないと実際の日数との差異が生じます。 

過去の実績を変更して正しい数値にする場合には、過去に遡って取得ボタンを各月で押すと、前月までの短期入

所利用日数が更新されます。 

 

（例）平成 24 年 2 月の 7 日利用から 10 日利用へ変更になった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 3 月の画面にて取得をクリックします。 

  前月までの短期入所利用日数が更新されますので、 

  登録して下さい。翌月以降の各画面で同じ操作を 

繰り返して下さい。２月の３日分が加算されます。 

 

 

 平成 24 年 4 月                   

 

 

 

 

 

 平成 24 年 5 月                   

 

 

 

 

 

 

 平成 24 年 6 月                   

 

 

 

             

注意！ 
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４.アセスメント入力改善（全社協版）について 

 

１．居宅介護支援システムのアセスメント入力、全社協版（ガイドライン）の調査項目６（基本動作・生活機能な

ど）については、アセスメント実施日の直近の認定調査で入力した内容が自動反映されていたために、編集が

できませんでした。そこで今回、アセスメント入力画面でデータ内容を直接編集することが可能になりました

（平成 21 年度版のみ）。 

 

アセスメント入力 [調査項目 6①②]-[調査項目 6①１～９] 

【旧】 

 

 

【新】 

 

チェック項目選択 

による入力 

リスト選択による入力 

【例】 

 

今までグレー表示さ

れていた箇所の編集

が可能になりました。
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２．認定調査票からのデータ取得機能追加について 

居宅介護支援システムのアセスメント入力、全社協版（ガイドライン）の調査項目６（基本動作・生活機能な

ど）について、任意の調査日の認定調査票データを取得し、調査項目６に反映する機能を追加しました。 

例えば、前回のアセスメントを複写され、直近の認定調査のデータに変更したい場合などに当機能をご利用下

さい。 

■介五郎操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 認定調査票からの取得をクリックしま

す。 

② はいをクリックします。 

③ 利用者を選択し、取得元の調査日一覧

から取得したい調査日を選択します。背景

色が濃い色の行が選択行です。 

 

取得をクリックします。 

④ はいをクリックします。 

⑤ OK をクリックします。 
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 認定調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセスメント（全社協）調査項目６ 

 

 

取得実行後、認定調査のデータ内容が 

反映されます。 
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５.週間スケジュール入力方法の変更について 

 

居宅介護支援システムの居宅サービス計画書、介護予防サービス計画書の「日常生活上の活動」入力の文字サイ

ズを変更できる様になりました。設定により従来と比べ、小さい文字となりますが、多くの文字数を入力すること

ができます。 

 

■介五郎操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メニューバー内の「データファイル（S）」-「基

本設定（V）」-「システム設定（V）」をクリック

します。 

②「全般設定」-「日常生活上の活動」にて 

▼をクリック、「0-グリッド」を選択します。 

例：居宅サービス計画書 
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【設定-「0-グリッド」の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設定-「1-テキストボックス」の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③入力する行にカーソルを合わせて入力します。 

小さい文字で入力することができ、テキストボッ

クスの場合より多くの文字数を入力することがで

きます。 

従来からある入力方法です。 

大きい文字で入力することができます。 
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③利用者指定欄 

④サービス種類指定欄 

①提供月 ②年月指定ボタン

 

6.枠外入力の改善および機能追加 

 

介護保険外の利用者負担額を請求する場合には提供票実績入力等に設けている「Ｆ6 枠外」を使用していただいて

おりますが、この度のバージョンアップにより枠外入力について複数の改善及び機能追加を行いました。 

■詳細 

1、枠外入力内での提供月・利用者の変更及び帳票での出力 

これまで枠外の入力は提供票実績入力画面を表示させ、該当の提供月と利用者を指定しその中にある「Ｆ6 枠外」

で入力を行っておりましたが、入力の効率化を図り、枠外入力に対し１つの画面を設け、枠外入力内での提供月・

利用者の変更ができるように機能追加いたしました。 

また、枠外入力に対して帳票での出力を可能としました。 

 

【枠外入力画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

①提供月 作成する月を指定します。既定値として現在の年月が表示されています。キー

ボードでの入力も可能です。 

②月指定 ボタンを押すと提供月の年月がボタンを押した月に変更されます。 

③利用者基本項目 利用者を選択することで、利用者台帳で登録している情報が反映されます。 

利用者コード 検索(F2)もしくはコード横の▼をクリックして利用者を選択します。 

台帳読込 現在の枠外項目マスタの情報が反映されます。 

④サービス種類 ▼をクリックしてサービス種類を選択します。 

⑤枠外請求内容入力欄 枠外での請求内容の入力・表示します。 

№ 枠外サービス№。 

サービス名 サービスの名称を入力します。内容は自由です。 

単価 サービス種類の単価を入力します。 

数量 行った回数を入力します。 

単位 回や日などの単位を入力します。 

⑤枠外請求内容表示欄 
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金額 単価×数量の金額が表示されます。直接変更も可能です。 

税区分 課税か非課税を選択します。 

医控除 医療費控除の対象にさせる場合はチェックをつけます。 

 

■入力方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※台帳読込をクリックすると枠外項目マスタで登録している項目等を取得できます。この場合、既に枠外入力にて

回数や項目の追加を行った内容は削除されてしまいますのでご注意下さい。 

①提供票実績入力画面の-枠外(Ｆ

6)、あるいはメニューバー内の「日

常処理(P)」-「枠外入力(W)」をク

リックし、枠外入力画面を開きます。

②表示された画面で該当の提供月、

利用者、サービス種類を選択します。

③該当のサービスに対し数量を入力

していただくと金額に単価×数量の

合計額が表示されます。 

希望のサービスがない場合はサービ

ス名等直接入力できます。 

選択したサービス種類での合計は

「サービス種類合計」に記載されま

す。※例えば月途中に要支援から要

介護に変更になった場合等、サービ

ス種類を分けて入力した場合の合計

は「利用者合計」に記載されます。

④入力が完了しましたらＦ9 登録を

クリックすると登録完了となりま

す。続けて他の提供月や利用者の枠

外入力を行いたい場合は、該当の提

供月、利用者を選択します。 
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■印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

帳票種類選択 印刷する帳票を選択します。 

○ 枠外明細表 

○ 枠外一覧表 

条
件
入
力 

提供月 ボタンを押すと提供月の年月がボタンを押した月に変更されます。 

入力した期間について印刷されます。全をクリックすれば全ての提供月

について印刷されます。 

利用者指定 指定した利用者について印刷できます。指定なしの場合には全利用者に

ついて印刷されます。 

並び替え 利用者のコード順（登録順）または、かな順で一覧を並び替えます。 

クリアボタン 指定した条件を削除する場合、クリックします。 

決定ボタン クリックするとプレビューが表示されます。 

 

■印刷画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④Ｆ8 印刷をクリックすると「印刷

条件指定」画面が表示されます。 

ここで条件を絞り込むことにより希

望の枠外明細書または枠外一覧表印

刷することができます。 
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2、枠外項目数 

これまで 8 項目までの入力であったものを 20 項目まで入力できるように改善いたしました。 

メニューバー→共通台帳（M）内の「枠外項目マスタ（G）」や提供票実績入力内の「Ｆ６枠外」内にて、ご確認い

ただけます。（通所介護システム及び小規模多機能システムをご導入であれば日報でもご確認いただけます。） 

 

例：枠外項目マスタ（通所介護） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、小数点以下での入力 

回数が少数点第二位まで入力できるように改善いたしました。 

 

例：記録票実績入力のＦ6 枠外（通所介護） 

 

 

 

 

 

単価 755×数量 2.5＝1887.5 少数点第一位は切り捨てにより、金額 1,887 

 

※ここでは少数点第一位以下の処理は切り捨てとされていますが、メニューバーのデータファイル（S）→基本設定

（V）→システム設定（V）の拡張設定内にある、「保険外売上端数処理」の設定で変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善前 改善後
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4、サービス毎の管理 

月途中で要支援から要介護に変わった等の利用者様は、要介護分と要支援分でそれぞれの請求書領収書をだしてお

りますが、枠外に関しては片方の請求書領収書だけに記載されていました。サービス毎の管理を行えるようにした

ことでそれぞれの請求書領収書にそれぞれの枠外の明細が記載されるように改善いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護分での枠外記載 

要支援分での枠外記載 
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①提供月 ②年月指定ボタン 

⑥切り替え 

③並べ替え

④日付 

⑤サービス種類 

④利用者 

5、日報での枠外一括入力（通所介護システム・小規模多機能システムのみ） 

 通所介護システム、小規模多機能システムにて枠外を日報で管理している場合、日別での枠外管理以外に利用者

別でも枠外管理ができるよう改善されました。小規模多機能システムを導入されているお客様は新しく追加され

た機能です。 

【日別 枠外別入力画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用者別 枠外別入力画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

①提供月 作成する月を指定します。既定値として現在の年月が表示されています。キー

ボードでの入力も可能です。 

②月指定 ボタンを押すと提供月の年月がボタンを押した月に変更されます。 

③並べ替え 日付指定／利用者指定を選択します。 

④日付指定欄／ 

 利用者指定欄 

日付／利用者を選択します。日付であればその日のサービス利用分が、利用者

であればその利用者の１つ気分の情報が表示されます。 

⑤サービス種類 ▼をクリックしてサービス種類を選択します。 

⑥枠外入力指定 枠外を選択します。小規模多機能では使用しません。 

⑦枠外請求内容入力欄 枠外での請求内容の入力・表示します。請求する枠外の箇所にチェックをつけ

ます 

⑦枠外請求 

内容表示欄 
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 ■初期設定（例：小規模多機能） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メニューバー内の「データファイル（S）」-「基

本設定（V）」-「システム設定（V）」をクリック

します。 

②「拡張設定」-「その他」の 

「枠外日報 小規模 枠外を日報で管理する」 

にチェックを付けます。 

※通所介護の場合は 

「枠外日報 通所介護 枠外を日報で管理する」 

にチェックを付けます。 

③登録(F9)をクリックして登録して下さい。 

以上で、日報で枠外の管理を行える設定となりま

した。 
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■操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日報予定入力をクリック

し日報入力の画面を表示さ

せます。初期値では本日の日

付が指定されていますので、

枠外の管理を行いたい該当

の日付を選択し、一括修正を

クリックします。 

②左図のような画面が表示

され、その日のサービス実施

利用者の枠外項目が表示さ

れます。 

③該当の枠外項目にチェッ

クを付けます。この項目はメ

ニューバーの「共通台帳(M)」

内にある「枠外項目マスタ

(G)」から反映されています。

また、枠外項目マスタ内にあ

る既定にチェックをつけて

おくと初期値でチェックが

付くようになっています。 

反映 
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④日報での処理が完了すれ

ば今まで使用して頂いてい

る操作と同様、実績に取り込

みを行います。この時に、 

「枠外日報も取込む」 

にチェックを付け取込みま

す。 

※通所介護システムをご利

用且つ、「日報予定」ではな

く「日報実績」をご利用にな

られている場合は、「利用票

実績入力」から取り込みを行

う為、このチェックは表示さ

れていません。 

⑤日報で処理を行った枠外

の内容が実績の枠外に自動

的に入力されるようになり

ます。 

※注意：既に実績にて枠外を

入力しているにも関わらず、

「枠外日報も取込む」にチェ

ックをつけて取込みを行っ

てしまうと、実績で入力した

枠外の内容は削除されてし

まいます。 
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■その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①画面左上にある並び替え

にて利用者指定をクリック

し、管理を行いたい該当の利

用者を選択すると、選択した

利用者の１月分の枠外項目

の管理を行うことができま

す。 

②例えば月途中で要介護度

が変更になった時の事を考

慮し、「サービス種類」を選

択することにより、要介護と

要支援の枠外をそれぞれで

入力することが可能です。

（サービス毎の管理Ｐ.26

参照） 
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７.入金管理一括伝票作成における全件選択機能追加について 

 

利用者負担入金管理において、一括伝票入力を用いて伝票作成を行う際に全利用者を選択したい場合、一人一人

チェックをつけなければいけませんでしたが、今回のバージョンアップにより、一括で全ての利用者を選択できる

機能を追加しました。また、それに加え利用者の選択を一括で解除する機能を追加しました。 

 

■介五郎操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①利用者負担入金管理画面の入金伝票入力をクリ

ックします。 

 

②入金伝票入力で一括(F5)をクリックします。 

③一括伝票入力画面で全件選択をクリックする

と、全利用者を選択できます。 

また、全件解除をクリックすると、利用者の選択

を全て解除できます。 
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８.その他改善点 

 

前頁までの 1 から 7 の項目の他、下記内容について改善しました。 

【概要】 

１．訪問介護計画書の具体的援助内容に「担当訪問介護員 氏名」の項目を追加しました。 

２．利用票・提供票の各入力画面に「請求単位数」という項目を追加しました。 

３．居宅介護支援の特定集中減算集計表に集計元となった年が分かる様、表記を追加しました。 

  ４．（予防）居宅サービス計画書の「初回」「紹介」「継続」について複数選択可能になりました。 

5．サービス内容入力画面にて、「表示のみ」のチェックボックスが「請求区分」のリスト形式になりました。 

6. 公費日割りの際の処遇改善加算等の負担額が表示されるように改善いたしました。  

 

【各詳細】 

1．訪問介護計画書の具体的援助内容のサービス内容入力画面に「担当訪問介護員 氏名」の項目を追加。また、 

計画書印刷出力結果（帳票）においても項目を追加しました。 

（例） 

【サービス内容入力画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訪問介護計画書 印刷結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※管理日が平成 24 年 4 月以降

からのみ反映されます 
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２．利用票・提供票の各入力画面に新しく「請求単位数」という項目を追加しました。この項目の単位数は、限度

額管理対象内の単位数に加え、処遇改善加算など限度額管理対象外の単位数を含みます。従来より存在する「使

用点数」については、限度額管理対象内の単位数のみになります。限度管理対象外の単位数は含みません。こ

の「使用点数」との違いにご注意下さい。 

 

（例）提供票入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．居宅介護支援の特定集中減算集計表を印刷出力していただいた際に、集計元となった年が分かる様、年度の表

気を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例） 

使用点数（2,688 単位）：限度額管理対象内の単位数を表示 

 

請求単位数（2,775 単位）：限度額管理対象外の単位数が含まれて表示 

上記の場合であれば 107 単位分の処遇改善加算の単位が含まれています。 
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 ４．（予防）居宅サービス計画書の「初回」「紹介」「継続」について複数選択可能になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．短期入所サービスの 30 日超のサービス内容入力機能を追加したことで、「表示のみ」のチェックボックスを

「請求区分」のリスト形式になりました。居宅介護支援システムでは、「請求区分」に「30 日超」も表示されます。 

 

【旧】 

 

 

 

【新】 

 

画面を開き、請求区分を変更しなければあらかじめ 

「0-通常」が設定されています。 

請求対象としない場合に、「1-表示のみ」を選択してくだ

さい。 

＜表示のみへの変更方法＞ 

▼をクリックします。 

  

「1-表示のみ」をクリックし選択してください。 
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6．利用票・提供票別表では、公費の日割りを行った際に処遇改善加算等の限度額管理対象外サービス分は利用者

負担額が表示されていませんでしたが、公費日割り分の利用者負担額も表示されるようなり、また、処遇改善

加算一覧表にて公費日割り分の利用者負担額も記載されるようになりました。 

 

【例：訪問介護、提供票別表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例：訪問介護、処遇改善加算一覧表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更 

変更 
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